	A.O.M
	S.G.M

	
	


北病棟チームカンファレンス記録
平成２３年　３月　２８日（月）
司会　中野　円香　　記録　赤坂　真吾
	佐々木
	松橋
	山田
	中野
	滝田
	三浦

（育）
	岩藤
	佐々木(正)
	久保
	赤坂

	○
	○
	深夜
	○
	準夜
	○
	○
	公休
	欠勤
	○

	中村
	水上
	油津
	及川(久)
	廣瀬
	木村
	三浦
	向
	
	

	深夜
	○
	○
	公休
	床屋
	準夜
	業務
	業務
	
	


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・病棟日誌、当直簿について

　火、金曜日は呂Dr.と精神科医の二名体制となる為、上記書類のサインも二名分必要となります。周知をお願いします。

・院内ボイラー清掃について

　3/30（水）9:00～実施するそうです。清掃に伴い、お湯が出なくなりますので患者様へ説明をしていきましょう。入浴へは問題ないそうです。

・NPO法人メンタルケアサポートにて家族交流会を開催するそうです。詳細については病棟宛にメールが配信されていますので各自確認をお願いします。

・患者様朝食について

　現在、牛乳禁の患者様へはヨーグルトゼリーで対応していましたが3/31（木）と4/1（金）はゼリーで対応となるとの事です。4/2（土）からは通常通りヨーグルトを提供できる予定だそうです。

・マスク着用について

　一般に使用している汎用性のマスクは、ウイルスに対する予防にはなりません。詳細については各自メールを確認し、無意味なマスクの着用は控えるようにしてください。

・統一地方選挙について、全患者様対象に期日前投票を希望するかの確認をしていきます。

・夜間外線電話について

　北病棟は夜間外線の窓口となりますので、スタッフオフィスを留守にする事の無いようにしましょう。夜勤の休憩中は、病棟にスタッフ一名となりますので特に注意をお願いします。薬の確認等は、スタッフが二名そろったときに行っていきましょう。また看護スタッフはPHSを所持し、介護スタッフが外線を受けた際に対応できるようにしてください。

　他病棟にて、当直医へ連絡した際は、折り返し当直医より外線が来る可能性があります。上記の場合、該当病棟より当直医へ連絡した旨を北病棟へも伝えていただきますので転送するようにしましょう。

・看護グループ内研修のお知らせが来ています。

　4/1（金）テーマ「メンバーシップ」　対象：看護初級スタッフ

　4/4（月）テーマ「社会資源」　　　　対象：介護全スタッフ

　詳細については、WIZ掲示板を各自確認のうえ参加していきましょう。

・人事考課面接を順次進めていきます。

・月末、年度末となりますので、各担当業務報告の入力をお願いします。

・岩藤Ns.夜勤復帰等により勤務変更がありますので、各自確認し間違えの無いようにしてください。

＜患者様連絡事項＞
・滝澤　久江様～ご家族より差し入れをしたいとの問い合わせがありました。以前に高カロリーな食品の差し入れをして頂いた事があった為、ご家族へ、本人が普段の買い物で購入しているような嗜好品であれば差し支えない事を説明して行きましょう。また同時にカロリー制限について、本人の身体面について（体重増加等のリスク）も説明していきましょう。

・五日市　規様～前回の主治医診察時、膝痛の訴えに対し他科受診（室岡整形）の指示ありました。3月31日（木）午前に受診予定としています。岩藤Nsが付添いをします。保護者へも受診する旨の連絡を行っていきましょう。

・滝田　英人様～家族より、現金書留にて小遣い20,000円届き本人へ渡しています。

＜週間予定＞
3/29（火）　布施　邦雄様～スピール膏

　　　　　　院内研修

3/30（水）　寝具交換（毛布カバー、シーツ、枕カバー）

3/31（木）　ポット洗浄

　　　　　　床屋チェック

　　　　　　皮膚科診察

4/1 （金）　入社式

　　　　　　歯科診察

　　　　　　モップ外し

　　　　　　看護グループ内研修

＜要注目患者様＞
・袴田　将志様～昨日、ご家族（父）の面会あり、障害年金に関する書類を依頼して行かれています。主治医面談に関しては、まだ仕事が忙しい為都合がつかないとの事です。再度、検討していただき連絡をいただく事としています。

　　　　　　　　面会時、ご家族（父）より本人へ「入院前の暴力等あった為、家族との関係修復のために家族に宛てて手紙を書いてほしい」と話されていたそうですが、本人は拒否されています。

　　　　　　　　上記について

自身の病状経過に関して内省は必要な事だが…

↓

手紙など罰をうけるような形にする事は本人にとってストレスとなります。

結果として→統合失調症の患者様にとって、そういったストレスは症状再燃などのきっかけとなりプラスとなる要素はないと考えられます。

「病気」が悪化した事による「症状」に対して謝罪の必要があるのか…

ご家族より、手紙の次は直接謝罪してほしい等、要求がエスカレートしていく可能性もあります。ご家族の理解不足による、こういった他罰的な要求に対してスタッフは、ご家族の心情を理解した上で十分な説明を行っていく必要があります。

　　　　　　　　重要なことは、ご家族、本人が今後病気とどう付き合っていくかを考えていく事であり、スタッフは双方に理解を得られるように関わっていく必要があります。
































































